
 

【資料の見方】 

１ 記載内容 

  「分野別計画及び成果」では，基本計画（令和元年度～令和４年度）に位置付けた３１

の施策体系に沿って，令和３年度における各施策の成果向上に向けた取組実績等を記載し

ています。施策に関する取組実績や課題等と併せて，当該施策に係る基本計画事業の取組

実績や今後の方向等を記載しています。 

 ２ 施策ごとの資料の構成 

   行政評価における「施策マネジメントシート」及び「事務事業マネジメントシート」を

活用しています。 

 (1) 基本計画に位置付けた３１施策に関する説明 

  ア 決算に係る主要な施策の成果に関する説明書該当部分 

 

                   

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施策の主管課と関係課等 
 →令和４年度現在の名称で記載しています。 
 
②施策の目的 
 →対象と意図を記載しています。 
  基本計画から引用しています。 
 
③施策の方向 
 →基本計画から引用しています。 
 
④施策の成果向上に向けた主な取組実績 
 →令和３年度における各施策の成果向上に

向けた主な取組実績について，基本計画
（令和元年度～令和４年度）の基本的取組
ごとに記載しています。 

 →各施策における２つのアクション（「横断
的連携による施策の推進」，「調布のまちの
魅力発信」）に該当する取組を基本的取組
ごとに記載しています。 

 
⑤施策の成果についての総括 
 →令和３年度における取組によって得られ

た成果に関する総括を記載しています。 
 
⑥基本計画（令和元年度～令和４年度）におけ
るまちづくり指標 

 →各施策に設定したまちづくり指標の令和
３年度実績値や令和４年度目標値のほか，
令和３年度における達成状況等を記載し
ています。 

  ※一部の施策では，複数年ごとに実施される国
などの調査にて指標の数値を把握している
等の理由で，令和３年度の数値が未把握の指
標があります。 

  ※特記事項には，令和３年度におけるまちづく
り指標の実績値について補足すべき内容（未
把握の理由，大幅な変化の理由など）がある
場合は記載しています。 

 
⑦まちづくり指標の目標達成見込み 
 →令和４年度の見込みを含めた現基本計画

期間における目標値の達成度を記載して
います。 
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  イ 行政評価報告書該当部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧令和３年度の取組に対する総合評価 
 →施策の成果についての総括を踏まえ，施策

の総合的な評価を５段階で記載するとと
もに，その理由を併せて記載しています。 

  ※コロナ禍に伴う影響をはじめ，コロナ禍にお
ける取組プロセス，取組実績及び成果を考慮
して総合的に評価しています。 

 
⑨現基本計画期間における施策の取組状況 
 →令和４年度の見込みを含む現行基本計画

の４年間における施策の取組状況（計画ど
おり・計画より進んでいる・計画より遅れ）
について記載しています。 

 →取組状況や近隣自治体との比較を踏まえ
た今後の取組の方向や次期基本計画の策
定に向けた対応課題等を記載しています。 

 
⑩現行基本計画期間における施策の成果につ
いての総括 

 →現行基本計画期間（令和４年度の見込みを
含む）における主要な取組等の成果及び総
括を記載しています。 

 →現行基本計画期間（令和４年度の見込みを
含む）における施策の成果について，まち
づくり指標の目標達成見込みや各取組を
通じた成果などを踏まえ，５段階で評価し
ています。 

 
⑪⑫施策を取り巻く状況（国，東京都・近隣自

治体の動向など）を踏まえた取組の方向 
 →施策を取り巻く社会経済等の環境の変化

や，施策に関する社会潮流，全国的な傾向，
国，東京都・近隣自治体の動向等を記載し
ています。また，それらを踏まえた市とし
ての今後の対応課題や取組の方向につい
て記載しています。 

  ※⑪では，「デジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）・スマートシティ」，「カーボンニュ
ートラル」，「産学官連携」のほか，「共生社
会の充実（パラハート）」，「安全・安心（防
災・減災・防犯・感染症対策）」，「ソフト・
ハードが一体となったまちづくり（中心市街
地整備，地域別まちづくり，都市計画道路整
備）」に関する状況や方向を記載しています。 

  ※⑫では，⑪に該当しない取組について記載し
ています。 
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④～⑧ 

決算に係る主要な施策の成果に関する

説明書該当部分 

※上記以外は行政評価報告書該当部分 

 (2) 各施策に紐づく基本計画事業に関する説明 

 

                   

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

※新型コロナウイルスの影響に関連する内容は冒頭に「◆」印を記載しています。

財政面改善 ✔  市民参加と協働の取組改善

今後の取組の
方向

市民一人一人が自ら災害に備えるとともに，地域内で共に助け合う，自助・共助による地域の防災体制づくり
を普及促進するため，引き続き，講演会や出前講座の実施，補助金の交付等により，市民の意識啓発を行うこ
とで防災市民組織の育成・活動の促進，新規結成につなげていく。

【ＡＣＴＩＯＮ】

今後の方向 現状継続 有効性改善 効率性改善

計画どおり ✔ 計画遅れ 計画前倒し ✔ コロナ影響 実績評価 ○

説明

防災に関する講演会・出前講座等の実施や広報活動のほか，防災市民組織に対する防災備蓄品の提供や補助金
の交付などによる支援を行ったことで，地域における防災体制づくりの普及促進と防災意識の向上を図った。
これらの取組により，既存の防災市民組織が継続的な活動を行うことができたほか，新規の防災市民組織の結
成につなげることもできた（令和３年度末時点の防災市民組織数は，前年度末時点から３団体増加となる１３
９団体）。

令和３年度
取組実績

債務負担行為等による用地取得費 0 0 0

事　業　費 　　　（千円） 3,705 3,945 3,479

○防災市民組織の加入世帯割
合の増加及び活動の支援

○防災市民組織の新規結成・
運営支援
・継続135団体
・新規5団体

○出前講座・防災訓練等支援

○防災市民組織の新規結成・
運営支援
・継続124団体
・新規5団体

○出前講座・防災訓練等支援
続

○防災市民組織の新規結成・運
営支援
・継続117団体
・新規3団体

○出前講座・防災訓練等支援続

事業概要

防災市民組織の育成及び充実を図り，市民の防災意識の向上と市民生活の安全確保を図るため，次の事業を行う。
①防災市民組織に対する補助金の交付，②東京都主催の防災市民組織リーダ－講習会への参加，③防災に関する出前
講座，④防災講演会，⑤立川防災館体験学習会，⑥総合防災訓練をはじめとする各種訓練
※③～⑥については防災市民組織育成独自のものでなく，防災市民組織を含め市民に対する防災意識の啓発事業とし
ても行っている。

【ＰＬＡＮ▶ＤＯ▶ＣＨＥＣＫ】
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容
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事
業
費
ベ
ー

ス
）

計画目標
令和３年度

（計画） （当初予算） （決算・実績）

総合戦略 ●事務事業

所管部署 総務部　総合防災安全課　防災係

施策０１「災害に強いまちづくり」に関連する基本計画事業

計画コード 1 重点Ｐ ① 防災・防犯の面で安全・安心に暮らせるまち

防災市民組織の育成

①事務事業が体系付けられている施策番号 
及び施策名 

 
②計画コード，重点プロジェクト，事務事業名，
総合戦略，所管部署 

 →重点プロジェクト事業に該当する事業に
重点プロジェクト番号を記載しています。 

 →総合戦略に位置付けた事業に該当する事
務事業に「●」印を記載しています。 

 
③事業概要 
 →事業の目的・内容を説明しています。 
 
④事業の計画目標 
 
⑤令和３年度の計画（活動内容・事業費） 
 
⑥令和３年度の当初予算化状況（活動内容・ 
事業費） 

 
⑦令和３年度の決算・実績（活動内容・事業費） 
 
⑧債務負担行為による用地取得費（調布市土地
開発公社による取得） 

 →表中の金額は千円単位で表示しており，表
示単位未満を四捨五入しています。 

 →債務負担行為による用地の取得（調布市土
地開発公社による取得）経費については，
事業費の下段に債務負担行為額（外数）を
記載しています。 

 
⑨【令和３年度取組実績】 
→令和３年度の取組計画に対する進捗状況 
 を記載しています。 

 →「計画遅れ」に「✔」があり，それが新型
コロナウイルスの影響による場合は，「コ
ロナ影響」にも「✔」を記載しています。 

【実績評価】 
→令和３年度における取組に関する実績評
価について左記の区分で記載しています。 

 →令和３年度は，新型コロナウイルスの影響
を考慮しつつ，実際に取り組んだ内容につ
いての評価を実施しています。 

 
⑩令和３年度取組実績の内容説明 
 
⑪今後の方向 
 →現在の取組状況を踏まえた今後の取組の

方向について左記の区分で記載していま
す。 

 
⑫今後の取組の方向 
 →令和３年度における取組実績や振返り評

価結果等を踏まえた，今後の取組内容（課
題や見直し，改革・改善の取組内容などを
含む）の説明を記載しています。 

 →新型コロナウイルスの影響に関連する内
容は冒頭に「◆」印を記載しています。 

 
 

 

＜実績評価の区分＞ 

◎：事務事業の目的に対して，十分な成果を得られた。 

○：事務事業の目的に対して，概ね成果を得られた。 

△：事務事業の目的に対して，期待した成果を得られな   

  かった。 

 ＜今後の取組の方向の区分＞ 

・現状継続 : 現状のまま事務事業を継続していくもの。 

※事業の進捗や対象の自然増減に伴い事業内容・事業費   

  等が増減するものを含む。 

・有効性改善 : 事務事業の有効性（成果向上やサービ 

 ス向上）について，改善していく必要があるもの。 

・効率性改善 : 事務事業の効率性（効率的な事業の実 

 施）について，改善していく必要があるもの。 

・財政面改善 : 事務事業の財政面（財源確保，経費縮 

 減，負担の平準化）について，改善していく必要があ 

 るもの。 

・市民参加と協働の取組改善 : 事務事業における市民 

 参加と協働の取組（機会・手法など）について，改善 

 していく必要があるもの。 
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